
放射線による健康上の不安解消、その他の安心して暮らすことができる生活環境の実現のための取組（第４パート）

● 県民健康調査の実施

ホールボディ・カウンターによる内
部被ばく検査を実施。平成２４年３
月以降の結果は全て１mSv未満（健
康に影響が及ぶ数値ではない）。

【取組実績】
ﾎｰﾙﾎﾞﾃﾞｨ･ｶｳﾝﾀｰ検査人数 R7年度：234人

累計：347,882人（H23.6～R8.3）

県民の健康に関する取組、正確な情報発信・放射線に関する知識の普及

● 医療及び福祉サービスの確保

妊婦や乳幼児を持つ保護者を対象に電話相談やオンラインでの相談、家
庭訪問、子育てサロン、母乳の放射線検査などを実施。
被災地における福祉・介護人材の確保のための広報活動などを実施。

【取組実績】

子育てサロン 115回開催子育てサロンの様子

安心して暮らすのことのできる生活環境の実現

● 児童等の健康上の不安解消

【取組実績】

児童福祉施設等の
給食検査

児童福祉施設等における給食検査

52施設

児童福祉施設等の給食用食材について、よ
り一層の安全・安心を確保するため、希望
する施設において放射線量測定検査を実施。
児童生徒が自分自身の健康課題に積極的に
取り組むことができる自己マネジメント能
力を育成。

ホールボディ・カウンターによる
内部被ばく検査

４

介護施設の魅力発信動画


